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増
上
寺
第
三
十
六
世
顕
誉
祐
天
と
常
念
仏

巌
谷
　
勝
　
正

は
じ
め
に

　
増
上
寺
第
三
十
六
世
顕
誉
上
人
祐
天
大
和
尚
（
以
下
、
祐
天
）
は
、

そ
の
在
世
中
、
名
号
の
書
写
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
浄
土
宗
寺
院
へ

喜
捨
し
、
そ
の
再
興
に
関
わ
っ
た
り
、
本
尊
と
な
る
仏
像
の
開
眼
を

行
っ
た
り
、
念
仏
の
興
隆
に
努
め
た
事
例
が
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
直
接
・
間
接
に
生
涯
に
わ
た
っ
て
常
念
仏
を

広
め
た
こ
と
が
、
い
く
つ
か
の
資
料
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
き
た

の
で
報
告
し
た
い
。

二
　
資
料
に
残
る
祐
天
の
関
わ
っ
た
常
念
仏

　
資
料
と
し
て
明
確
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
例
を
年
代
順
に
追
う
こ

と
に
す
る
。

　
（
［
）
棚
倉
蓮
家
寺
の
常
念
仏

　
祐
天
は
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
頃
、
五
十
歳
の
と
き
に
増
上

寺
を
退
隠
し
牛
島
で
の
名
号
書
写
の
生
活
に
入
っ
た
。
そ
の
後
常
念

仏
に
関
わ
っ
た
記
録
が
残
る
の
は
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
の
こ
と

で
あ
る
。
元
禄
九
年
に
記
録
さ
れ
た
福
島
県
東
白
川
郡
棚
倉
町
棚
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

新
町
の
蓮
家
寺
所
蔵
の
「
蓮
家
寺
常
念
仏
縁
起
」
に
お
よ
そ
次
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
蓮
家
寺
九
世
速
誉
長
寅
が
、
仏
恩
に
報
い
る
た
め
、
檀
施
謝
徳
の

た
め
、
兼
ね
て
自
他
平
均
成
仏
得
脱
の
た
め
に
常
念
仏
を
志
し
、
三

十
人
以
上
の
施
主
を
集
め
て
元
禄
五
年
十
月
十
五
日
常
念
仏
を
開
白

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
る
と
、
当
時
の
城
主
内
藤
弍
信
が
こ
の
常

念
仏
に
賛
同
し
、
仏
供
料
と
し
て
十
五
石
を
寄
進
し
た
。
こ
の
弍
信

の
江
戸
の
家
臣
に
脇
田
次
郎
左
衛
門
正
明
と
い
う
者
が
同
年
十
月
十

四
日
の
夜
霊
夢
を
感
じ
、
翌
日
牛
島
の
祐
天
を
訪
ね
祐
天
所
持
の
善
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光
寺
前
立
如
来
の
写
し
を
所
望
し
た
。
祐
天
が
こ
れ
を
寄
進
し
常
念

仏
の
本
尊
と
な
っ
た
。

　
境
内
に
、
一
万
日
か
ら
四
万
日
ま
で
一
万
日
ご
と
に
常
念
仏
回
向

塔
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
百
年
以
上
続
い
た
。

　
（
二
）
い
わ
き
最
勝
院
の
常
念
仏

　
そ
の
翌
年
、
祐
天
は
生
ま
れ
故
郷
の
福
島
県
い
わ
き
市
四
倉
町
に

　
　
　
　
　
　

帰
郷
し
た
。
そ
の
時
に
最
勝
院
で
常
念
仏
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
発
願

し
、
そ
の
準
備
に
入
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
元
禄
七
年
、
そ
れ
は
当
時

の
磐
城
の
領
主
内
藤
義
泰
に
依
頼
す
る
と
い
う
方
法
で
実
現
し
た
。

　
す
な
わ
ち
、
仏
資
糧
と
し
て
六
八
〇
俵
を
内
藤
義
泰
に
託
し
、
主

君
の
恩
に
報
い
、
天
下
和
順
の
た
め
、
さ
ら
に
は
父
母
追
孝
の
た
め
、

衆
生
済
度
の
た
め
念
仏
を
勧
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
祐
天
が
内

藤
家
に
預
託
し
た
仏
資
糧
に
よ
っ
て
内
藤
家
よ
り
、
毎
年
常
念
仏
賄

料
と
し
て
玄
米
七
十
六
俵
大
豆
五
俵
慶
長
金
拾
八
両
（
文
金
に
て
二

十
三
両
）
を
給
与
し
た
と
の
記
述
も
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
元
資

金
は
領
主
が
変
わ
る
ご
と
に
引
き
継
が
れ
、
廃
藩
置
県
の
後
ま
で
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　

七
十
年
間
欠
け
る
こ
と
な
く
続
い
た
と
い
う
。

　
（
三
）
松
阪
西
方
寺
の
常
念
仏

　
三
重
県
松
阪
市
清
水
町
の
西
方
寺
で
、
祐
天
が
開
白
導
師
と
な
っ

た
常
念
仏
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
始
め

ら
れ
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
書
か
れ
た
「
常
念
仏
並
地
蔵
尊

　
　
　
ら
　

縁
起
」
に
記
録
さ
れ
た
。

　
江
戸
本
舩
町
住
森
田
宜
暉
は
祐
天
と
師
檀
の
約
盟
を
し
て
い
た
。

宜
暉
は
、
松
坂
の
立
利
村
出
身
で
江
戸
に
奉
公
に
出
て
成
功
し
た
商

人
で
あ
っ
た
。
そ
の
成
功
に
先
祖
の
恩
を
感
じ
、
宜
暉
は
先
祖
の
菩

提
の
た
め
、
早
く
に
亡
く
な
っ
た
両
親
へ
の
恩
に
報
い
る
た
め
、
菩

提
寺
で
あ
る
西
方
寺
を
永
く
不
断
念
仏
の
道
場
と
定
め
る
こ
と
を
願

っ
た
。
そ
こ
で
祐
天
に
常
念
仏
開
白
導
師
を
請
い
、
江
戸
で
元
禄
十

年
四
月
八
日
開
白
の
念
仏
を
西
方
寺
に
引
き
移
し
、
砂
金
五
百
両
を

念
仏
結
衆
の
資
糧
と
し
た
。

　
宜
暉
の
墓
石
に
は
、
そ
の
没
年
で
あ
る
享
保
十
年
ま
で
に
一
万
日

回
向
に
達
し
た
と
あ
る
。

　
（
四
）
尾
道
正
授
院
の
常
念
仏

　
広
島
県
尾
道
市
長
江
の
正
授
院
に
、
祐
天
が
開
白
し
た
常
念
仏
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
え
ら
れ
た
。
享
保
二
年
に
正
授
院
第
六
世
諦
誉
良
頓
が
覚
書
を
残

し
て
い
る
。

　
元
禄
十
年
に
本
堂
再
建
を
願
い
、
千
日
の
念
仏
執
行
に
つ
い
て
許

可
を
得
た
の
で
、
当
時
飯
沼
弘
経
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
祐
天
に
常
念

仏
の
開
白
を
依
頼
し
、
元
禄
十
五
年
に
二
月
二
十
五
日
か
ら
念
仏
執

行
を
始
め
た
。
祐
天
は
良
頓
が
関
東
修
学
の
師
で
あ
っ
た
。
祐
天
は
、
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本
堂
再
建
の
際
に
金
子
や
名
号
を
数
幅
寄
進
し
た
。
さ
ら
に
は
、
祐

天
に
帰
依
し
た
桂
昌
院
か
ら
も
常
念
仏
に
対
し
寄
付
が
あ
り
、
桂
昌

院
逝
去
の
後
、
徳
川
将
軍
代
々
の
尊
牌
と
茶
湯
料
と
し
て
五
十
両
が
、

朝
夕
僻
怠
な
く
回
向
す
る
よ
う
に
と
届
け
ら
れ
た
。

　
境
内
に
は
一
万
日
毎
の
常
念
仏
回
向
塔
が
立
っ
て
い
る
が
、
五
万

日
回
向
塔
が
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
建
立
さ
れ
、
幕
末
ま
で
続

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
（
五
）
鎌
倉
高
徳
院
の
常
念
仏

　
神
奈
川
県
鎌
倉
市
長
谷
の
高
徳
院
の
再
興
に
合
わ
せ
常
念
仏
が
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ

白
し
た
と
い
う
話
が
『
相
模
国
鎌
倉
大
佛
縁
起
』
（
巻
下
）
に
載
る
。

　
先
に
増
上
寺
大
方
丈
御
仏
殿
に
お
い
て
祐
天
が
開
白
し
、
撞
木
を

当
時
光
明
寺
住
の
詮
察
に
授
与
し
た
。
そ
の
後
、
正
徳
二
年
（
一
七

一
二
）
三
月
十
五
日
に
鎌
倉
に
お
い
て
入
仏
供
養
を
執
行
し
、
祐
天

開
白
の
念
仏
を
高
徳
院
本
堂
に
移
し
た
。
今
、
『
同
書
』
に
よ
っ
て

事
の
起
こ
り
を
概
説
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
元
禄
十
六
年
の
大
地
震
で
大
仏
の
石
座
が
崩
れ
大
仏
も
す
で
に
危

う
く
な
っ
た
。
祐
天
は
そ
れ
を
嘆
き
、
幾
ば
く
か
の
喜
捨
を
し
て
応

急
修
理
を
施
し
た
が
、
僧
房
建
立
の
宿
願
を
成
就
す
る
に
は
い
た
ら

な
か
っ
た
。
そ
の
話
を
聞
い
た
浅
草
在
住
で
祐
天
の
信
者
野
嶋
泰
祐

の
妻
浄
泉
院
が
泰
祐
に
、
祐
天
に
代
わ
り
大
仏
復
興
の
不
断
念
仏
道

場
の
建
立
を
勧
め
た
。
泰
祐
は
祐
天
と
図
り
、
祐
天
は
光
明
寺
の
詮

察
に
相
談
し
、
大
佛
の
寺
務
を
執
っ
て
い
た
長
谷
寺
か
ら
寺
務
を
光

明
寺
へ
移
し
環
境
を
整
え
た
。
つ
い
に
野
嶋
氏
に
よ
り
寺
領
が
整
え

ら
れ
、
常
念
仏
の
道
場
が
建
立
さ
れ
、
祐
天
が
関
係
者
を
増
上
寺
に

集
め
て
、
常
念
仏
開
白
導
師
と
な
っ
た
と
い
う
。

　
（
六
）
佐
伯
潮
谷
寺
の
常
念
仏

　
大
分
県
佐
伯
市
潮
谷
寺
の
常
念
仏
の
き
っ
か
け
は
当
地
の
六
代
藩

主
毛
利
高
慶
の
正
室
現
子
（
源
智
院
）
が
正
徳
四
年
九
月
二
十
九
日

に
逝
去
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
祐
天
は
正
徳
四
年
六
月
に
増
上
寺
を

隠
居
し
麻
布
一
本
松
に
住
居
し
て
い
た
が
、
正
徳
五
年
二
月
二
十
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
の
増
上
寺
か
ら
潮
谷
寺
に
当
て
た
書
状
に
「
顕
誉
大
僧
正
が
常
念

仏
の
開
白
を
成
さ
れ
た
の
で
、
永
代
断
つ
こ
と
な
く
勤
め
る
こ
と
」

を
申
し
付
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
『
佐
伯
藩
史
料
温
故
知
新
録
』
に
、
「
源
智
院
は
、
祐
天
に
帰
依
し

て
お
り
、
念
仏
を
怠
り
な
く
信
心
し
て
い
た
。
高
慶
へ
仰
せ
置
き
の

義
が
あ
り
、
高
慶
が
そ
の
菩
提
の
た
め
に
潮
谷
寺
に
庵
を
建
立
し
常

念
仏
相
続
す
る
よ
う
命
じ
た
」
と
あ
る
。
そ
の
常
念
仏
堂
は
源
智
院

の
法
名
か
ら
浄
修
堂
と
命
名
さ
れ
、
祐
天
が
そ
の
扁
額
を
揮
毫
し
て

い
る
。

　
祐
天
が
潮
谷
寺
の
常
念
仏
を
開
白
し
た
の
は
、
正
徳
五
年
二
月
二
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十
五
日
と
現
存
す
る
祐
天
の
位
牌
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
時
に
三

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

十
五
石
が
寄
進
さ
れ
た
。
実
際
に
潮
谷
寺
に
お
い
て
の
常
念
仏
は
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
十
日
開
白
と
定
め
ら
れ
た
。

　
（
七
）
博
多
善
導
寺
の
常
念
仏

　
福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
善
導
寺
の
常
念
仏
は
、
正
徳
五
年
十
月
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　

五
日
に
祐
天
に
よ
っ
て
開
白
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
そ
の
前
年
、
福
岡
藩
主
黒
田
宣
政
と
そ
の
正
室
瑞
嶺
院
お
よ
び
嫡

子
継
高
の
三
人
が
連
名
で
寺
社
奉
行
に
対
し
、
国
許
で
の
常
念
仏
建

立
適
地
の
詮
議
を
命
じ
た
。
翌
年
七
月
十
六
日
に
正
式
に
善
導
寺
で

の
執
行
が
命
じ
ら
れ
、
十
月
十
五
日
、
祐
天
に
よ
っ
て
常
念
仏
が
開

白
さ
れ
た
。
翌
年
二
月
二
十
二
日
に
祐
天
の
名
号
・
浄
業
仏
殿
の
棟

札
そ
れ
に
伏
鉦
が
善
導
寺
に
届
け
ら
れ
た
の
を
受
け
、
善
導
寺
本
堂

で
常
念
仏
が
始
め
ら
れ
た
の
は
、
閏
二
月
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
常
念
仏
の
た
め
に
、
正
徳
五
年
分
と
し
て
米
七
十
俵
、
翌
年

か
ら
百
四
十
俵
が
常
念
仏
料
と
し
て
届
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
常
念
仏
料
は
少
し
ず
つ
加
増
さ
れ
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）

か
ら
百
八
十
俵
、
享
保
十
三
年
か
ら
二
百
俵
と
な
っ
た
が
、
享
保
十

七
年
か
ら
半
減
し
た
。
し
か
し
、
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
に
継
高

に
よ
り
寺
領
百
石
が
与
え
ら
れ
、
長
く
相
続
し
た
。

　
（
八
）
米
沢
阿
弥
陀
寺
の
常
念
仏

　
山
形
県
米
沢
市
窪
田
の
阿
弥
陀
寺
（
現
在
は
廃
寺
）
で
享
保
二
年

（一

ｵ
一
七
）
正
月
二
十
五
日
に
祐
天
開
白
の
常
念
仏
が
始
め
ら
れ

　
む

た
。
阿
弥
陀
寺
の
跡
地
に
祐
天
名
号
の
彫
ら
れ
た
一
万
五
千
日
回
向

塔
が
あ
り
、
ま
た
三
万
日
回
向
お
よ
び
三
万
二
千
日
回
向
の
地
蔵
菩

薩
石
像
が
建
立
さ
れ
現
存
す
る
。

　
こ
の
常
念
仏
の
施
主
は
、
米
沢
藩
四
代
藩
主
上
杉
綱
憲
側
室
清
寿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

院
と
宝
寿
院
の
二
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
阿
弥
陀
寺
は
元
禄
六
年
に
常

念
仏
の
道
場
と
し
て
建
立
さ
れ
た
が
、
正
徳
二
年
の
失
火
に
よ
り
一

部
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
再
建
費
用
捻
出
の
た
め
翌
年
に
江
戸

回
向
院
に
お
い
て
宝
物
を
開
帳
し
、
こ
の
と
き
祐
天
の
名
号
が
こ
の
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3

宝
物
開
帳
に
合
わ
せ
て
配
ら
れ
た
。
祐
天
が
開
帳
に
関
わ
っ
た
の
は
、
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

米
沢
出
身
の
祐
天
の
弟
子
香
残
と
い
う
も
の
が
取
り
持
っ
た
可
能
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

が
高
い
。
香
残
は
上
杉
家
と
親
交
が
あ
り
、
常
念
仏
も
香
残
を
介
し

て
祐
天
に
依
頼
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
常
念
仏
の
目
的
は
、
綱
憲
の
実
父
で
あ
る
吉
良
上
野
介
義
央

と
そ
の
嫡
子
義
周
（
綱
憲
と
清
寿
院
の
実
子
）
、
お
よ
び
吉
良
の
関

係
者
と
思
わ
れ
る
計
五
人
の
供
養
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
御
蔵
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

十
俵
を
永
代
に
寄
付
し
て
い
る
。

　
　
（
九
）
當
麻
念
佛
院
の
常
念
仏

　
　
當
麻
寺
の
浄
土
宗
子
院
で
あ
る
念
佛
院
に
、
享
保
三
年
二
月
十



入
日
に
不
断
念
仏
が
開
白
し
た
と
彫
ら
れ
た
供
養
塔
が
建
つ
。
上
田

藩
主
松
平
忠
周
夫
妻
歓
喜
院
と
光
寿
院
の
た
め
の
供
養
塔
で
あ
る
。

こ
の
不
断
念
仏
を
祐
天
が
開
白
し
た
。
歓
喜
院
（
忠
周
）
の
没
年
は

享
保
十
三
年
で
あ
り
、
常
念
仏
は
光
寿
院
（
忠
周
継
室
・
享
保
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
十
入
日
逝
去
）
の
没
後
始
め
ら
れ
た
。
資
料
に
よ
る
と
、
忠
周

は
代
々
金
戒
光
明
寺
の
檀
越
で
、
こ
の
念
佛
院
の
中
興
で
あ
り
、
光

寿
院
は
日
課
六
万
遍
の
篤
信
者
で
あ
っ
た
。
関
東
諸
檀
林
等
へ
天
下

泰
平
親
属
二
世
両
益
の
た
め
永
代
資
糧
を
納
め
、
加
え
て
中
将
姫
を

慕
っ
て
こ
の
念
佛
院
で
の
不
断
念
仏
を
企
て
た
と
い
う
。
光
寿
院
は

常
に
祐
天
を
信
仰
し
血
脈
を
授
か
っ
て
お
り
、
そ
の
縁
に
よ
り
祐
天

が
開
白
導
師
と
な
っ
た
。

　
　
（
十
）
目
黒
祐
天
寺
の
常
念
仏

　
　
　
　
　
　
　
　

　
祐
天
の
伝
記
に
よ
る
と
、
祐
天
臨
終
の
際
に
次
の
よ
う
に
遺
言
し

た
と
あ
る
。

　
　
七
月
十
五
日
、
農
朝
勤
行
の
後
、
机
に
よ
り
て
名
号
十
余
枚
を

　
　
書
写
し
て
、
筆
を
投
じ
十
念
を
唱
え
て
の
た
ま
わ
く
、
我
滅
後

　
　
一
宇
を
建
立
し
、
不
断
念
仏
を
執
行
し
て
、
天
下
安
全
の
祈
願
、

　
　
法
界
群
生
に
回
施
せ
よ
と
云
云
、
夫
よ
り
自
ら
鉦
子
を
鳴
ら
し
、

　
　
発
願
開
白
を
唱
え
た
も
う

　
こ
れ
を
聞
い
た
祐
天
随
従
の
弟
子
祐
海
は
念
仏
道
場
建
立
に
奔
走

し
た
。
つ
い
に
『
目
黒
祐
天
寺
定
書
』
と
い
う
増
上
寺
役
者
か
ら
祐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

海
に
当
て
た
書
状
が
享
保
四
年
十
月
十
五
日
に
発
せ
ら
れ
た
。
そ
の

最
初
に
、
祐
天
寺
は
不
断
念
仏
三
昧
の
道
場
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
れ
を
受
け
て
祐
海
は
『
明
顕
山
永
代
式
條
』
の
中
に
、
「
本
堂

に
於
い
て
常
念
仏
並
び
に
六
時
の
勤
行
永
く
退
転
す
べ
か
ら
ず
」
と

　
　
　
　
　
ま
　

定
め
、
勤
行
式
も
定
め
て
い
る
。

三
　
祐
天
と
常
念
仏
に
つ
い
て
の
考
察

　
祐
天
と
常
念
仏
の
関
わ
り
を
大
別
す
る
と
、
祐
天
が
檀
林
主
に
な

る
前
と
後
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
祐
天
の
生
活
は
当
初
、
名
号
を
書
写
し
、
そ
れ
を
請
う
者
に
与
え

る
と
い
う
庶
民
と
の
関
わ
り
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
大
名

家
の
藩
中
の
者
や
家
臣
も
多
く
存
在
し
た
。
そ
し
て
資
料
に
出
る
初

期
の
常
念
仏
と
の
関
わ
り
は
、
祐
天
の
故
郷
に
近
く
、
磐
城
平
藩
と

親
戚
筋
の
棚
倉
藩
内
藤
家
家
臣
の
信
仰
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
常
念

仏
の
興
行
が
祐
天
に
影
響
し
た
可
能
性
が
大
き
い
。
そ
の
翌
年
に
実

家
の
菩
提
寺
に
喚
鐘
等
を
寄
進
し
た
祐
天
は
、
菩
提
寺
復
興
と
両
親

の
菩
提
の
た
め
に
常
念
仏
執
行
を
思
い
立
っ
た
。
そ
れ
は
領
主
に
仏

資
糧
を
預
託
す
る
と
い
う
永
代
相
続
の
た
め
に
考
え
ら
れ
た
方
策
で
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あ
っ
た
。
祐
天
の
そ
の
企
て
は
成
功
し
、
最
勝
院
の
常
念
仏
は
廃
藩

後
ま
で
相
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
商
人
の
中
に
も
菩
提
寺
興
隆
と
先
祖
菩
提
の
た
め
に
常
念
仏
の
興

立
を
願
う
者
が
出
た
。
も
ち
ろ
ん
、
祐
天
へ
の
信
仰
心
の
表
れ
で
は

あ
る
が
、
多
額
の
寄
進
と
と
も
に
祐
天
に
開
白
導
師
を
頼
む
こ
と
で

菩
提
寺
で
の
常
念
仏
を
確
実
に
開
始
さ
せ
、
さ
ら
に
退
転
な
き
も
の

に
し
よ
う
と
し
た
思
い
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
祐
天
は
檀
林
主
に
な
る
以
前
、
元
禄
年
間
の
十
年
の

問
に
、
念
仏
の
興
隆
、
寺
院
の
復
興
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
常
念

仏
が
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
は
そ
の
後
生
涯
に
わ
た
っ
て
不
断
念
仏
に
こ
だ
わ
り
臨
終
後
の
一

宇
建
立
を
遺
言
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
祐
天
が
檀
林
主
に
な
っ
た
元
禄
十
二
年
以
降
は
そ
の
様
相
に
変
化

が
見
ら
れ
る
。
祐
天
の
名
前
に
加
え
桂
昌
院
と
い
う
後
ろ
盾
が
で
き

た
こ
と
で
、
正
授
院
で
は
常
念
仏
で
天
下
泰
平
を
祈
り
、
将
軍
代
々

の
尊
牌
に
回
向
す
る
と
い
う
役
割
が
課
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
が

ま
た
常
念
仏
を
幕
末
ま
で
続
け
る
力
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。

桂
昌
院
逝
去
の
後
も
祐
天
信
仰
は
大
奥
や
大
名
家
に
広
が
り
、
そ
れ

が
国
許
や
有
縁
の
寺
院
で
の
常
念
仏
開
白
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。

佐
伯
藩
、
福
岡
藩
で
は
藩
主
の
命
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
こ

で
は
財
政
基
盤
が
あ
る
程
度
確
保
さ
れ
、
寺
院
に
お
い
て
も
念
仏
興

隆
と
い
う
本
来
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
上
田
藩
は
藩
主

の
継
室
の
信
仰
心
に
よ
り
中
将
姫
を
慕
う
心
が
常
念
仏
に
つ
な
が
っ

た
。
回
向
の
対
象
の
明
確
さ
と
財
政
的
支
援
の
継
続
性
が
確
保
さ
れ

た
と
こ
ろ
は
長
く
相
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
米
沢
藩
領
内
で
行
わ
れ
た
常
念
仏
は
、
当
時
公
に
弔
う
こ
と
が
は

ば
か
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
吉
良
上
野
介
義
央
ら
の
増
進
菩
提
の
た
め

の
も
の
で
あ
っ
た
。
米
沢
藩
領
内
と
は
い
え
、
吉
良
家
の
た
め
の
念

仏
が
三
万
日
以
上
も
相
続
し
た
こ
と
は
祐
天
信
仰
と
無
縁
で
は
な
い

と
考
え
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
祐
天
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
不
断
念
仏
す
な
わ

ち
常
念
仏
の
興
立
に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
姿
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
う
。

　
一
方
で
、
こ
こ
で
は
報
告
し
な
い
が
小
さ
な
力
を
集
め
た
念
仏
講

に
よ
る
常
念
仏
も
行
わ
れ
て
き
た
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
立
つ
常
念
仏

供
養
塔
が
そ
の
証
拠
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
祐
天
名
号
を
本
尊
と
し

た
り
、
節
目
の
記
念
塔
に
祐
天
名
号
を
刻
ん
だ
り
し
た
信
仰
が
あ
っ

　
　

た
。
そ
こ
に
は
祐
天
名
号
の
信
者
あ
る
い
は
常
念
仏
の
願
主
と
な
っ

た
出
家
達
の
思
い
が
表
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
祐
天
名
号
信
仰
と
常
念
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仏
が
結
び
付
き
、
そ
の
地
域
で
の
念
仏
興
隆
の
牽
引
力
と
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
多
く
は
、
祐
天
在
世
中
か
ら
没
後
数
十
年
で
あ
る
が
、

ま
れ
に
祐
天
名
号
信
仰
の
相
続
の
中
で
江
戸
時
代
後
期
以
降
に
常
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

仏
が
興
立
さ
れ
た
こ
と
も
確
認
し
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
祐
天
の
関
係
し
た
常
念
仏
は
、
大
名
等
の
命
に
よ
る

も
の
が
あ
る
一
方
、
元
は
民
衆
、
商
人
た
ち
の
自
発
的
な
思
い
で
始

ま
っ
た
も
の
が
あ
る
と
い
う
両
面
性
で
捉
え
ら
れ
る
こ
と
の
証
拠
と

な
ろ
う
。

四
　
お
わ
り
に

　
縁
山
主
と
な
っ
た
祐
天
の
事
績
の
う
ち
、
常
念
仏
に
関
わ
っ
た
記

録
だ
け
を
抜
き
出
し
て
ま
と
め
た
。
祐
天
が
自
ら
の
意
志
で
常
念
仏

を
始
め
た
の
は
生
涯
に
二
度
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
実
家

の
菩
提
寺
の
復
興
の
た
め
、
す
な
わ
ち
両
親
先
祖
菩
提
の
た
め
と
自

身
の
臨
終
の
と
き
で
あ
る
。

　
ま
た
自
身
が
な
し
え
な
か
っ
た
鎌
倉
大
仏
復
興
に
つ
い
て
一
人
の

施
主
を
得
た
こ
と
で
、
大
仏
の
前
で
の
不
断
念
仏
と
い
う
大
義
に
お

い
て
多
く
の
関
係
者
の
力
を
結
集
し
、
短
期
間
で
復
興
を
成
し
遂
げ

て
い
っ
た
。
常
念
仏
に
は
そ
れ
だ
け
の
力
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
証
明
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
多
く
の
大
名
家
と
の
関
係
を
持
ち
、
国
許
や
有
縁
の
寺
院
で

の
常
念
仏
を
広
め
た
。
そ
こ
に
は
あ
る
程
度
の
経
済
的
な
裏
付
け
が

あ
り
、
そ
れ
を
満
た
し
た
と
こ
ろ
は
永
く
相
続
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
だ
け
で
な
く
本
稿
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
お
い
て
念
仏
講
を
組
織
し
念
仏
を
相
続
し
て
き
た
人
た
ち
の
中
に
、

祐
天
名
号
を
本
尊
と
し
て
、
あ
る
い
は
そ
の
名
号
を
記
念
塔
に
刻
ん

だ
人
た
ち
が
い
た
こ
と
は
、
祐
天
信
仰
が
当
初
か
ら
一
般
庶
民
に
広

が
り
、
徳
川
家
、
大
名
家
へ
と
伝
播
し
て
い
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も

の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4

　
本
報
告
は
祐
天
寺
研
究
室
の
実
地
踏
査
等
の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
　
一

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
付
記
す
る
。

注
（
1
）
『
祐
天
寺
史
資
料
集
』
（
四
上
、
二
二
頁
）

（
2
）
最
勝
院
に
現
存
す
る
元
禄
六
年
祐
天
寄
進
の
喚
鐘
や
祐
海
述

　
　
「
愚
蒙
安
心
章
」
の
奥
書
（
『
祐
天
寺
史
資
料
集
』
四
上
、
二
九

　
　
六
頁
）
か
ら
そ
の
出
家
が
元
禄
六
年
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
祐

　
　
天
が
い
わ
き
か
ら
江
戸
へ
連
れ
帰
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

　
　
ら
推
測
。



（
3
）
大
須
賀
昆
軒
『
雑
纂
磐
城
誌
料
』
（
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
）

（
4
）
「
僧
祐
天
」
『
磐
城
志
料
』
（
明
治
四
十
四
年
）

（
5
）
西
方
寺
蔵

（
6
）
正
授
院
蔵
。
覚
え
に
は
「
於
江
戸
小
石
川
伝
通
院
現
住
顕
誉

　
　
祐
天
大
僧
正
被
致
開
開
元
禄
拾
五
年
二
月
廿
五
日
」
と
あ
る
が
、

　
　
元
禄
拾
五
年
が
正
し
け
れ
ば
、
飯
沼
弘
経
寺
に
於
い
て
開
白
し

　
　
た
こ
と
に
な
る
。

（
7
）
『
祐
天
寺
史
資
料
集
』
（
四
上
、
四
〇
頁
）

（
8
）
「
潮
谷
寺
史
料
」
『
佐
伯
史
談
』
（
二
〇
九
、
四
〇
頁
）

（
9
）
『
佐
伯
藩
史
料
温
故
知
新
録
』
（
八
、
一
五
六
頁
）

（
1
0
）
増
村
隆
也
訳
『
鶴
藩
暑
史
』
（
昭
和
二
十
三
年
、
二
九
頁
）

（
1
1
）
『
佐
伯
藩
史
料
温
故
知
新
録
』
（
入
、
一
六
一
頁
）

（
1
2
）
九
州
歴
史
資
料
館
『
筑
前
博
多
善
導
寺
目
録
』
（
昭
和
五
十
五

　
　
年
）

（
1
3
）
『
福
岡
県
史
』
近
世
研
究
編
福
岡
藩
（
三
、
二
一
二
九
頁
）
の
森

　
　
山
み
ど
り
氏
の
論
説
に
宣
政
夫
人
が
祐
天
に
帰
依
し
て
い
た
と

　
　
あ
る
。

（
1
4
）
西
蓮
寺
に
阿
弥
陀
寺
常
念
仏
開
白
の
年
号
の
彫
ら
れ
た
伏
鉦

　
　
が
現
存
。

（
1
5
）
伊
藤
龍
豊
「
金
光
山
阿
弥
陀
寺
に
つ
い
て
」
『
置
賜
文
化
』

　
　
（
入
七
、
一
頁
）

（
1
6
）
「
祐
天
大
僧
正
利
益
記
」
『
祐
天
寺
史
資
料
集
』
（
三
、
二
二
〇

　
　
頁
）

（
1
7
）
『
同
書
』
（
三
、
二
一
九
頁
）

（
1
8
）
事
後
で
は
あ
る
が
、
「
祐
天
寺
秘
書
之
内
抜
書
」
『
祐
天
寺
史

　
　
資
料
集
』
（
三
、
二
八
一
～
二
頁
）
に
清
寿
院
と
宝
寿
院
が
祐

　
　
天
の
臨
終
に
奇
瑞
を
見
た
話
を
香
残
が
聞
書
し
て
い
る
。

（
1
9
）
「
阿
弥
陀
寺
書
上
」
『
先
祖
書
』
（
米
沢
市
上
杉
博
物
館
蔵
）

（
2
0
）
石
川
達
也
「
祐
天
と
光
寿
院
～
十
八
檀
林
に
残
さ
れ
た
位
牌

　
　
を
め
ぐ
っ
て
～
」
『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
（
三
十

　
　
四
、
平
成
二
十
四
年
）

（
2
1
）
「
開
山
暑
事
跡
」
『
祐
天
寺
史
資
料
集
』
（
一
、
四
七
頁
）

（
2
2
）
「
目
黒
祐
天
寺
定
書
」
『
同
書
』
（
四
上
、
七
六
頁
）

（
2
3
）
「
明
顕
山
祐
天
寺
永
代
式
條
」
『
同
書
』
（
四
上
、
四
〇
三
頁
）

（
2
4
）
「
明
顕
山
六
時
勤
行
定
規
」
『
同
書
』
（
四
上
、
三
八
四
頁
）

（
2
5
）
元
禄
四
年
建
立
群
馬
県
富
岡
市
七
日
市
金
剛
院
の
千
日
総
回

　
　
向
祐
天
名
号
石
塔
、
元
禄
十
三
年
建
立
静
岡
県
島
田
市
向
島
大

　
　
善
寺
の
一
万
日
回
向
祐
天
名
号
石
塔
、
享
保
十
六
年
建
立
栃
木

　
　
県
大
田
原
市
黒
羽
常
念
寺
の
一
万
日
回
向
祐
天
名
号
石
塔
な
ど

　
　
を
確
認
し
て
い
る
。
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（
2
6
）
弘
化
2
年
（
一
入
四
五
）
建
立
い
わ
き
市
平
九
品
寺
の
別
時

　
　
念
仏
二
万
五
千
日
回
向
祐
天
名
号
石
塔
、
明
治
十
一
年
（
一
八

　
　
七
入
）
頃
建
立
東
京
都
八
王
子
市
極
楽
寺
の
歯
吹
如
来
常
念
仏

　
　
供
養
祐
天
名
号
石
塔
な
ど
が
あ
る
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編
集
後
記

▽
佛
教
論
叢
』
五
十
七
号
を
、
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
は
平
成
二
十
四
年
度
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
の
研
究

紀
要
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▽
今
大
会
は
京
都
華
頂
大
学
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
に
つ
き
ま
し
て
は
関
係
各
位
に
絶
大
な
ご

尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
諸
大
徳
に
も
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
総
合
学
術
大
会
・
本
誌
を

通
し
て
一
宗
の
興
隆
に
寄
与
せ
ん
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
（
S
U
記
）
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